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品川区ツイッター
アカウント

shinagawacity

※機種によっては正しく表示されない場合があります。

スマートフォン用

出演／広末涼子、滝藤賢一　ほか

抗がん剤治療の影響で出産をあきらめていた千恵だが、妊娠し

ていることが分かり、無事出産する。しかし、家族3人の幸せ

な日々は続かず、千恵を再び病魔が襲う。千恵は自分がいなく

なっても元気に暮らしていけるようにと、娘・はなに、みそ汁

の作り方など料理の大切さを教えはじめる。　※字幕付き。

講師／高橋英樹（俳優）

テレビでもおなじみの日本

を代表する俳優の高橋英樹

さん。長い俳優人生の様々

な人との出会いの中で感じ

たことや家族とのあり方な

ど、人権の内容に触れなが

らお話しいただきます。

※手話通訳・字幕付き。

講演と映画のつどい人権
週間

往
信
（
表
）

返
信
（
裏
）

返
信
（
表
）

往
信
（
裏
）

62
円

62
円

140-0013

000-0000

品
川
区
南
大
井
３
―
７
―
10

代
表
者
の
住
所

品
川
区
人
権
啓
発
課 

宛

氏
　
名

　  

様

記
入
不
要
で
す

つどい申し込み

●参加人数

●代表者郵便番号

●住所

●電話番号

●代表者氏名・ふりがな

●参加者氏名・ふりがな

●託児希望の方はお子

さんの名前・月年齢
●手話通訳希望の方、車

いすの方はその旨

申込方法  11月14日㈬（必着）までに、往復

はがき（1枚2人まで）に「つどい」とし、参加

人数、代表者の郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・

電話番号、参加者の氏名（ふりがな）、託児希望

の有無を品川区人権啓発課（〠140－0013南大

井3－7－10）へ　※結果発送は11月末を予定。

講演 映画桃太郎の人生数え唄

12月4日㈫
午後1時開演（午後0時30分開場）

きゅりあん大ホール
（大井町駅前）

定員

託児

1,100人（抽選）

1歳6カ月～就学前のお子さん

実
現
し
よ
う 
平
和
で 
心
ゆ
た
か
な

人
間
尊
重
社
会

人
権
尊
重
都
市
宣
言
の
ま
ち

品
川
区

今年は人権尊重都市品川宣言制定25周年、

世界人権宣言制定70周年です。

人
権
尊
重
都
市
品
川
宣
言

人
間
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て

自
由
で
あ
り
、
平
等
で
あ
る

い
か
な
る
国
や
個
人
も
、
い
か
な
る
理
由
で
あ
れ

絶
対
に
こ
れ
を
侵
す
こ
と
は
で
き
な
い

幾
多
の
試
練
と
犠
牲
の
も
と
に

日
本
国
憲
法
と
世
界
人
権
宣
言
は

こ
の
人
類
普
遍
の
原
理
を
あ
ら
わ
し

人
権
の
尊
重
が

国
際
社
会
の
責
務
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た

今
日
、
我
が
国
社
会
の
実
情
は

い
ま
だ
に
差
別
意
識
と
偏
見
が

人
々
の
暮
ら
し
の
中
に
深
く
根
づ
き

部
落
差
別
を
は
じ
め

障
害
者
、
女
性
、
先
住
民
族
、
外
国
人
へ
の
差
別
な
ど

ど
れ
ほ
ど
多
く
の
人
間
が
苦
し
ん
で
い
る
こ
と
か

人
間
が
つ
く
り
あ
げ
た
差
別
は

人
間
の
理
性
と
良
心
に
よ
っ
て

必
ず
や
解
消
で
き
る
こ
と
を

我
々
は
確
信
す
る

平
和
で
心
ゆ
た
か
な

人
間
尊
重
の
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
品
川
区
は

『
人
権
尊
重
都
市
品
川
』
を
宣
言
し

差
別
の
実
態
の
解
消
に
努
め

人
権
尊
重
思
想
の
普
及
啓
発
と
教
育
を
推
進
す
る
こ
と
を

こ
こ
に
誓
う

制
定
一
九
九
三
年
（
平
成
五
年
）
四
月
二
十
八
日

12
月
４
日
〜
10
日
は

人
権
週
間

世
界
人
権
宣
言　

70
周
年

　

昭
和
23（
１
９
４
８
）
年
12
月
10
日
、
第
3

回
国
連
総
会
で
「
世
界
人
権
宣
言
」
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。
世
界
人
権
宣
言
は
人
権
と
自

由
を
尊
重
し
確
保
す
る
た
め
に
、
全
て
の

人
と
全
て
の
国
が
達
成
す
べ
き
共
通
の
基

準
を
宣
言
し
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
昭
和
25

（
１
９
５
０
）
年
第
5
回
国
連
総
会
で
は
、
毎

年
12
月
10
日
が
「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
ら
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
年
は
、
世
界
人
権
宣

言
が
国
連
で
採
択
さ
れ
て
か
ら
70
年
を
迎
え

ま
す
。

　

日
本
で
は
「
人
権
デ
ー
」
を
最
終
日
と
す

る
1
週
間
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
て
、
人

権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
の
た
め
の
啓
発
活

動
を
全
国
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

区
の
取
り
組
み

　

区
で
は
、平
成
5（
１
９
９
３
）年
4
月
に『
人

権
尊
重
都
市
品
川
』
を
宣
言
し
、
今
年
で
25

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
平
和
で

心
ゆ
た
か
な
「
人
間
尊
重
社
会
の
実
現
」
を

め
ざ
し
、
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
啓
発
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

25
周
年
を
ひ
と
つ
の
節
目
と
し
て
、
今
年

は
人
権
啓
発
ラ
ッ
ピ
ン
グ
カ
ー
の
運
行
や
小
・

中
学
生
の
人
権
ポ
ス
タ
ー
・
品
川
宣
言
を
掲

載
し
た
カ
レ
ン
ダ
ー
の
作
成
、「
し
な
が
わ
人

権
の
ひ
ろ
ば
２
０
１
８
」、「
人
権
週
間　

講

演
と
映
画
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。
こ

の
機
会
に
も
う
一
度
、
人
権
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

© 2015「はなちゃんのみそ汁」
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古紙配合率80％再生紙を使用しています

障害者週間記念のつどい
障害者週間（12月3日～9日）を記念し、毎年開催しています。

日時／12月7日㈮・8日㈯　午後1時開演　会場／きゅりあん小ホール（大井町駅前）

○ロビーで団体紹介パネル展示や障害者施設作品販売を行います。 ※各日先着で記念品プレゼント。
•手話通訳者、FMラジオによる副音声サービス、ＵＤトーク配置。
•スピーチオ（音声変換装置）設置サービス（ＳＰコード付きちらし作成）。

第1部＝高田朋枝講演会（北京パラリンピック出場）

第2部＝しながわこころつながる映画祭

「ぼくと魔法の言葉たち」

第1部＝障害者団体発表会

第2部＝しながわこころつながる映画祭

「もうろうをいきる」

障害者福祉課障害者福祉係

（☎5742－6707 Fax3775－2000）

　

今
年
は
、「
人
権
尊
重
都
市
品
川
宣

言
」
制
定
25
周
年
、「
世
界
人
権
宣
言
」

制
定
70
周
年
の
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。

区
は
、
こ
れ
ま
で
も
「
人
権
尊
重
都
市

品
川
宣
言
」
を
様
々
な
施
策
の
中
に
生

か
し
な
が
ら
人
権
啓
発
や
人
権
教
育
を

推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
私
た
ち
の
身
の
ま

わ
り
に
は
、
子
ど
も
や
高
齢
者
へ
の
虐

待
、
配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
、
障
害

が
あ
る
方
や
外
国
人
に
対
す
る
偏
見
や

同
和
地
区
出
身
の
方
に
対
す
る
差
別
な

ど
、
様
々
な
人
権
問
題
が
依
然
と
し
て

存
在
し
ま
す
。特
に
近
年
は
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人
権
侵
害
や
性
的

少
数
者
へ
の
差
別
な
ど
人
権
問
題
は
よ

り
複
雑
化
し
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
な
か
、平
成
28（
２
０
１
６
）

年
６
月
に
は
、「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消

法
」、
同
年
12
月
に
は
、「
部
落
差
別
解

消
推
進
法
」
が
成
立
し
ま
し
た
。

　

人
権
問
題
の
解
決
は
、
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
の
意
識
や
行
動
か
ら
始
ま
り
ま

す
。

　

「
人
権
尊
重
都
市
品
川
宣
言
」
に
込

め
ら
れ
た
思
い
を
胸
に
、
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
の
重

要
性
を
正
し
く
認
識
し
、
他
人
の
人
権

に
配
慮
し
た
行
動
が
と
れ
る
よ
う
、
相

手
の
気
持
ち
を
考
え
思
い
や
る
こ
と
を

大
切
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
情
報
の
収
集

や
発
信
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手

段
と
し
て
、
私
た
ち
の
生
活
を
飛
躍
的

に
便
利
な
も
の
に
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
一
方
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
掲
示
板

へ
の
個
人
情
報
の
掲
載
な
ど
に
よ
る
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
、
特
定
の
個
人
を

対
象
と
し
た
誹
謗
・
中
傷
や
差
別
的
な

表
現
の
書
き
込
み
、
保
護
者
や
教
員
の

知
ら
な
い
非
公
式
サ
イ
ト
で
の
い
じ
め

な
ど
、
人
権
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害

に
つ
な
が
る
行
為
が
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
特
定
の
国
籍

の
外
国
人
を
排
斥
す
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
や
部
落
差
別
な
ど
の
同
和
問
題
に
関

し
て
差
別
を
助
長
す
る
よ
う
な
内
容
の

書
き
込
み
が
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は
、
名
前
や

顔
を
知
ら
れ
ず
に
情
報
を
発
信
す
る
こ

と
が
可
能
な
た
め
、
む
し
ろ
現
実
の
世

界
よ
り
も
人
権
を
軽
視
し
た
行
為
を
し

や
す
い
と
言
え
ま
す
。
そ
の
う
え
、
情

報
は
一
瞬
に
し
て
大
勢
の
人
に
伝
わ
っ

て
し
ま
い
、
一
度
公
開
さ
れ
た
情
報
は

完
全
に
消
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
掲
示
板
の
利

用
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
）
な
ど
の
利
用

に
あ
た
っ
て
は
、
常
に
書
き
込
み
の
相

手
や
読
み
手
に
配
慮
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
加

害
者
に
も
被
害
者
に
も
な
ら
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

　

節
度
あ
る
利
用
に
つ
い
て

　

・

差
別
的
な
発
言
や
誹
謗
・
中
傷

　
　

を
書
き
込
ま
な
い

　

・

な
り
す
ま
し
行
為
は
し
な
い

　

・

個
人
情
報
を
書
き
込
ま
な
い

　

日
本
に
入
国
す
る
外
国
人
が
増
加
す

る
な
か
、
外
国
人
に
対
す
る
就
職
差
別

や
ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン
へ
の
入
居

拒
否
、
公
衆
浴
場
で
の
入
浴
拒
否
な
ど

の
様
々
な
人
権
問
題
が
発
生
し
て
い
ま

す
。ま
た
、特
定
の
民
族
や
国
籍
の
人
々

を
排
斥
す
る
差
別
的
言
動
が
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
で
あ
る
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、

差
別
意
識
を
生
じ
さ
せ
か
ね
な
い
言
動

と
し
て
、
社
会
的
な
関
心
を
集
め
て
い

ま
す
。

　

２
０
２
０
年
に
は
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を

迎
え
る
こ
と
も
あ
り
、
外
国
人
と
接
す

る
機
会
は
今
後
ま
す
ま
す
増
加
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
文
化
な
ど
の
多

様
性
を
認
め
、
言
語
、
宗
教
、
生
活
習

慣
な
ど
の
違
い
を
正
し
く
理
解
し
、
こ

れ
ら
を
尊
重
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
の
認
識
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。

　

「
性
」
は
出
生
時
に
判
定
さ
れ
た
性

別
（
身
体
の
性
）、
性
自
認
（
自
分
自

身
が
認
識
し
て
い
る
性
別
）、
性
的
指

向
（
ど
の
性
別
の
人
を
好
き
に
な
る

か
）
な
ど
様
々
な
要
素
か
ら
な
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。「
身
体
の
性
と
性
自

認
が
一
致
し
て
い
る
、
恋
愛
対
象
が
異

性
で
あ
る
」
と
い
う
パ
タ
ー
ン
に
あ
て

は
ま
ら
な
い
人
た
ち
は
、
性
的
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
な
ど
と
呼
ば
れ
、
無
理
解
や
偏

見
、
差
別
に
よ
る
い
じ
め
や
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
に
あ
う
な
ど
、
様
々
な
困
難
に
直

面
し
て
苦
し
ん
で
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
は
、
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
に
対
す
る
職
場
で
の
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
も
、
い
わ
ゆ
る
セ
ク

ハ
ラ
指
針
の
対
象
で
あ
る
と
し
て
い
ま

す
。

　

性
的
指
向
や
性
自
認
は
本
人
が
選
ん

だ
り
、
変
え
た
り
で
き
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人

に
対
す
る
嫌
が
ら
せ
や
偏
見
、
差
別
は

人
権
問
題
で
す
。
多
様
な
性
の
形
が
あ

る
こ
と
を
正
し
く
理
解
し
、
そ
の
人
の

あ
り
の
ま
ま
を
尊
重
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

み
ん
な
で
考
え
よ
う 
私
た
ち
の
人
権

人権擁護委員の活動
人権擁護委員は地域の中から人権擁護に理解のある方を区長が推薦し、法務大臣が委嘱します。

「みんなで築こう　人権の世紀～考えよう 相手の気持ち 未来へつなげよう 違いを認め合う心～」

を重点目標に様々な啓発活動を積極的に展開しています。

人権啓発活動
品川地区人権擁護委員会では、憲法週間や人権週間における啓発活動に参加するとともに、毎年小

学生に ｢人権メッセージ｣ の発表や「人権の花」運動、中学生に ｢人権作文｣ の協力をお願いして

います。本年の ｢人権メッセージ｣ は浅間台小学校4年生が発表しました。｢人権の花｣ 運動では大

井第一・源氏前・第二延山小学校の皆さんが「マリーゴールド」「サルビア」「日々草」の花を咲か

せました。｢人権作文｣ は浜川・冨士見台・荏原第六中学校の皆さんが参加しました。このような

活動を通して、思いやりの心を育み人権の大切さについて考えていただいています。

　　　　　　　　　　　（東京人権擁護委員協議会・品川地区人権擁護委員会）

人権擁護委員による人権身の上相談
悩みをお持ちの方はひとりで悩まずに、気軽にご相談ください。

相談日／第1・3火曜日午後1時～4時　※相談日1週間前の午前9時より電話予約。

問い合わせ／区民相談室（☎3777－2000 Fax5742－6599）

○人権週間街頭キャンペーン　12月4日㈫午前11時30分から大井町駅前

 野田　律子（東品川） 小原　愉里（東品川） 松井　一雄（東大井）

野口　清彦（東大井） 増村　圭一（東大井） 大西　英敏（大　井） 松尾　和英（小山台） 

岸　　朱実（中　延） 後藤　　基（西中延）

区の人権擁護委員

しながわ人権のひろば2018
日程  12月8日㈯～10日㈪　 会場  きゅりあん（大井町駅前）

◉小中学生人権標語・ポスター展

◉人権啓発パネル展（人権擁護委員の活動紹介・DV防止など）

◉人権をテーマにした複数の啓発ブース

時間／午前9時～午後7時　※10日は午後3時まで。

会場／イベントホール

◉女性弁護士による法律相談

時間／①午前9時30分～正午 ②午後1時30分～4時

会場／3階 男女共同参画センター　定員／各5人（先着）

申込方法・問い合わせ／12月7日㈮までに、電話で男女共同参画セ

ンター（☎5479－4104 Fax5479－4111）へ

◉家庭教育講演会

　「親と子で考える健康づくり～これからのがん教育について～」

2人に1人ががんになる！最強最高のがん知識を身につけよう！

時間／午前10時～正午

講師／中川恵一（東京大学医学部附属病院放射線治療部門長）

定員／1,000人（先着）※手話通訳付き。

託児／2歳～就学前のお子さん40人（先着）　※おやつ代100円。

○託児希望の方は、11月22日㈭までに、電話で庶務課へ（先着40人）。

会場・参加方法／当日、直接大ホールへ

問い合わせ／庶務課庶務係（☎5742－6824 Fax5742－6890）

◉「小学生人権メッセージ」と「中学生人権作文」の各学校の代表作品朗読

◉映画「この世界の片隅に」ＤＶＤ上映会　※字幕付き。

時間／午後1時30分～4時30分

声の出演／のん、細谷佳正　ほか　定員／250人（先着）

会場・参加方法／当日、直接小ホールへ

問い合わせ／人権啓発課

◉人権擁護委員による人権身の上相談

時間／①午前10時～正午 ②午後1時～3時

会場／第1グループ活動室　定員／各2人（先着）

申込方法・問い合わせ／12月7日㈮までに、電話で区民相談室（☎

3777－2000 Fax5742－6599）へ

◉小中学生人権標語・ポスター展

◉人権啓発パネル展

時間／午前8時30分～午後5時15分

※土・日曜日は除く。21日は午後5時まで。

問い合わせ／人権啓発課

日程  12月11日㈫～21日㈮　 会場  区役所第二庁舎3階ロビー

問い合わせ／品川区人権啓発課（☎3763－5391 Fax3768－5092）

問い合わせ

人権啓発課では、人権問題を正しく理解していただくため、同

和問題をはじめ、セクハラなどの様々な人権啓発ビデオ・ＤＶ

Ｄや人権啓発パネルの貸し出しをしています。勉強会や研修会

でご活用ください。 ※詳しくは区ホームページをご覧ください。

「人権尊重都市品川宣言」の更なる浸透を図るため、品川区の公用車にラッ

ピングを施し、運行しています。

ビデオ・ＤＶＤ・
パネルの貸し出し

人権啓発ラッピングカーの運行

12月8日㈯～10日㈪

12月8日㈯

12月9日㈰
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